
施策

施策の内容
災害に強いまちづくりに向け、市民一人ひとりの防災意識の向上と自主防災活動の充実等により、地域の防災力を強化します。
また、災害発生時に迅速かつ的確に対応できるよう、防災設備や備蓄等の整備を進めるとともに、情報伝達手段の充実や更なる関係機関と
の連携により、危機管理体制を強化します。

めざす姿 地域全体で日頃から災害に備え、いざという時に迅速・適切な行動をとれる、災害に強いまちとなっています。

重点事業 防災通信網整備事業 避難所マンホールトイレユニット整備事業 防災資機材助成事業

令和7年度施策評価シート（評価対象年度：令和6年度）

基本政策
【分野】

災害や危険から命と暮らしを守る強くしなや
かなまちづくり

【防災・安全分野】
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所管部長
取りまとめ所属

危機管理担当部長
危機管理課

評価

進捗評価 概ね順調 評価の
判断理由

 成果指標の実績値は、R9目標値達成に向けて現状値と比較し、「概ね上昇」を確認してい
ます。また、重点事業及びその他施策構成事業についても、計画どおり進捗していることか
ら、施策は「概ね順調」と判断できます。

施策推進上の課
題･環境変化

 令和７年３月に見直しが行われた神奈川県地震被害想定調査結果を踏まえ、市地域防災計画の改定が必要となります。また、近年の激甚
化・頻回化する自然災害を踏まえ、男女のニーズ、要配慮者等に十分配慮しながら、関係機関等との連携を強化し、総合的な防災対策を推
進する必要があります。

施策構成事業
総合防災訓練事業費 自主防災活動育成事業費 防災行政用無線維持管理費
防災資機材等維持管理費 防災資機材等整備事業費 防災行政用無線整備事業費
土砂災害・水害対策事業費 危険ブロック塀等撤去奨励補助事業費

施策推進の方向性

方向性 継続

総評・今後の施策
推進方針

 Ｒ６年度から重点事業に位置づけた「避難所マンホールトイレユニット整備事業」では、広域避難所である桜台小学校にトイレユニット
及び収納庫を整備しました。今後も下水道整備課と連携して、トイレユニット及び収納庫を整備します。
 次に、「防災通信網整備事業」では、Ｒ７年度に次期通信網を整備するため、機器設備等の導入手法として買い取りかリース、財源は県
補助金の活用、利用形態として風水害等のパトロール時での活用など機器選定や適切な配備数を検討しました。
 最後の「防災資機材助成事業」については、「共助」を担う自主防災会が必要とする防災資機材購入に対する助成制度を創設し、自主防
災会の強化を図ります。

評価の経過
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

順調 概ね順調

成果指標
成果指標名

現状値 Ｒ５
実績値

Ｒ６
実績値

Ｒ７
実績値

Ｒ８
実績値

Ｒ９
実績値

Ｒ９
目標値(方向性)指標の定義

4,200人１年間に防災訓練や防災教育に
参加した市民や企業、防災関係

機関等の人数

災害への備えに取り組んでいる
家庭の割合

47.1%
(R4)

49.1% 53.0%

防災訓練の延べ参加者数

2,083人
(R3)

3,374人 5,028人

市民意識調査で「そう思う」
「どちらかといえばそう思う」

と回答した人の割合

↗市民意識調査で「取り組んでい
る｣「どちらかといえば取り組ん
でいる｣と回答した人の割合

災害に対する市の備えが十分だ
と思う市民の割合

35.6%
(R4)

35.9% 31.2% ↗
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重点事業の取組内容
事業名 防災通信網整備事業

事業内容
神奈川県防災通信網の再整備（第３世代）に対応するため、設置機器の更新・整備を行います。
また、大規模災害時の通信途絶等に備え、災害対策本部や関係機関等の通信手段を確保するため、次期通信システムとして、MCA無線を導
入します。

次期移動無線機の整備

取組工程

項 目

県防災通信網の再整備

検討検討

機器更新・整備（オプション分）

計画

機器更新・整備（オプション分）

実績
令和6年度

取組工程
項 目

トイレユニット及び収納庫
の整備

整備／運用

実績
令和6年度

計画

整備／運用

令和6年度
取組内容

●神奈川県防災通信網の再整備（第３世代）に対応する設置機器の更新・整備が完了しました。
●導入を予定していたMCA無線サービスが令和８年度末に終了することに伴い、代替となる次期通信網機器の選定や設置・想定場所、導入
手法や財源など諸課題の抽出と対応手法の検討を行いました。

事業名 避難所マンホールトイレユニット整備事業

事業内容  避難所の衛生環境向上のため、避難所となる小中学校にトイレユニット及び収納庫を整備します。

重点事業以外の取組内容

令和6年度
主な取組内容

●令和６年６月に実施した風水害対策訓練は、土砂災害警戒区域が多い、高部屋地区で実施しました。
●令和７年１月に県立伊勢原高校を主会場にて実施した総合防災訓練は、訓練対象の伊勢原北地区自治会だけでなく他自治会や関係機関等
からの参加者が多く１，０００名超の参加となりました。

令和6年度
取組内容

●他自治体の取組状況の情報収集を行い、事業開始に向け要綱等の整備に着手しました。

令和6年度
取組内容

●桜台小学校にマンホールトイレユニット及び収納庫を整備しました。

事業名 防災資機材助成事業

事業内容 地域の防災力の充実・強化を図るため、共助の中心的役割が期待される自主防災会のニーズを踏まえた、資機材助成制度を創設します。

取組工程
項 目

資機材助成制度の
創設

制度設計

実績

制度設計

計画
令和6年度
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